
新
島
襄
墓
碑
の
現
況
と
修
復
に
つ
い
て

六
月
中
旬
、
学
内
外
の
多
く
の
憂
里
さ
ま
ざ
ま

な
思
い
に
つ
つ
ま
れ
な
が
ら
、
校
祖
の
墓
碑
は
若
王

子
山
頂
か
ら
祠
志
社
大
学
の
構
内
へ
慎
重
に
搬
入
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
学
内
諸
機
関
で
の
検
討
を
経
て
、

脊
占
学
研
究
室
を
中
心
に
校
地
帯
凋
杏
委
員
会
に

よ
っ
て
、
八
月
上
旬
ま
で
に
修
復
の
た
め
条
礎
資

料
の
作
成
が
お
こ
な
わ
れ
六
。

破
損
さ
れ
九
墓
碑
は
、
長
期
閻
の
儒
や
気
謬

化
、
さ
ら
に
地
衣
類
な
ど
に
よ
る
素
材
の
生
物
劣
化

が
進
ん
で
い
て
、
物
艸
的
に
生
じ
た
新
九
な
破
損
部

分
の
生
々
し
い
俐
隣
面
と
と
も
に
、
多
く
の
ク
ラ
ッ

ク
や
、
素
材
表
層
の
変
色
が
観
察
さ
れ
、
当
初
の
状

態
へ
の
復
兀
は
、
き
わ
め
て
器
と
冴
え
ら
れ
た
。

つ
ま
り
、
島
の
字
以
下
の
残
存
墓
碑
に
つ
い
て
も
、

多
く
の
剥
航
而
や
、
大
小
の
ク
ラ
ッ
ク
が
さ
ま
ざ
ま

な
方
向
に
走
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
破
損
し
為
獅
碑
頭

部
の
斧
は
、
か
な
り
の
部
分
が
バ
ラ
ス
状
を
呈
し

て
い
て
、
挙
大
や
指
頭
大

の
破
片
で
す
ら
六
十
片
以

上
に
及
ん
で
い
る
か
ら
で

あ
る
。一
方
、
裂
の
口
本
の

鈴
木
重
治

文
化
財
の
復
元
修
遜
の
憲
を
み
れ
ぱ
あ
き
ら
か
で

あ
り
、
と
り
わ
け
考
古
学
の
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い

る
。
「
石
材
へ
の
儒
含
浸
L
、
「
シ
ラ
ン
と
有
機
樹

脂
混
合
に
よ
る
石
粒
の
含
浸
固
定
」
、
「
石
造
又
化
財

の
修
復
に
お
け
る
合
成
樹
脂
の
応
用
、
な
ど
、
考
古

学
関
係
の
成
果
は
、
今
回
の
修
復
に
あ
た
っ
て
も
大

い
に
参
考
と
な
ろ
う
。

も
と
よ
り
、
石
造
物
の
保
存
状
態
は
、
物
質
の
も

つ
属
性
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、

校
地
帯
調
査
委
貝
会
で
の
、
協
灣
中
で
、
森
浩

一
教
授
が
指
摘
し
九
よ
う
に
、
修
復
後
に
再
び
義

と
し
て
野
外
に
立
て
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
と
す
る

指
摘
は
、
き
わ
め
て
埀
要
で
あ
る
。
校
妙
需
羽
査

蚕
貝
会
で
醐
叩
し
た
基
本
的
な
認
識
は
、
同
志
社
に

と
っ
て
の
歴
史
的
、
文
化
的
、
粘
柳
的
財
と
し
て
の

修
即
・
復
.
兀
は
、
お
お
む
ね
可
能
で
あ
り
、
儒
を

減
圧
含
設
す
る
六
め
の
機
器
を
持
つ
元
興
寺
文
化
財

研
究
所
の
協
力
を
得
て
修
復
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
現
在
、
そ
の
九
め
の
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
修
復
作
業
の
参
考
の
為
、
撮
影
年
代
の
あ

き
ら
か
な
校
祖
墓
碑
の
蚕
を
お
持
ち
の
方
に
、
資

料
の
捉
供
を
心
か
ら
お
願
い
し
九
い
。

亀
心
礼
大
学
校
地
学
術
調
査
委
貝
会
調
査
主
任
)

に
よ
っ
て
、
世
界
的
に
も

注
R
を
あ
び
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
圈
宅
や
靈
要

气＼~、
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